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多くの来場者が詰めかけた第53回かなやま湖湖水まつり
（７月２７日）
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①「ななみなな」ものまねライブ
②「グラッドキッズ」によるダンス
③町内女性団体による「湖水音頭」
④地元事業者・南富良野高等学校カヌー
　部によるカヌー体験試乗会
⑤陸上自衛隊上富良野駐屯地イベント
　（ジープ体験試乗）
⑥旭川市ご当地アイドル「ローワンベ
　リー」スペシャルライブ
⑦南富良野中学校・高等学校吹奏楽部
　合同演奏会
⑧花火大会
⑨陸上自衛隊上富良野駐屯地音楽隊吹
　奏楽演奏会
⑩千里大学合唱団による合唱
⑪「ナイアガラの滝」花火大会
⑫「石上久美子」歌謡ショー

⑩⑩

⑪⑪

⑦⑦⑧⑧

⑨⑨

⑥⑥

　

わ
が
ま
ち
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
53
回
か
な
や

ま
湖
太
陽
と
森
と
湖
の
祭
典
」
が
7
月
27
日
（
土
）

か
な
や
ま
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
多
彩
な

催
し
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
30
分
に
湖
畔
ス
テ
ー
ジ
で
の
開
会
式

で
髙
橋
町
長
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
祭
典
は

始
ま
り
ま
し
た
。「
南
富
良
野
中
学
校
・
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会
」
を
皮
切
り
に
、
町
内

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」、「
陸

上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊
吹
奏
楽
演
奏

会
」、
湖
水
ま
つ
り
名
物
の
町
内
女
性
団
体
の
皆

さ
ん
と
来
場
者
が
踊
る
「
湖
水
音
頭
」
に
続
き
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
と
し
て
、

も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
「
な
な

み
な
な
」
の
も
の
ま
ね
ラ
イ

ブ
、
旭
川
市
ご
当
地
ア
イ
ド

ル
「
ロ
ー
ワ
ン
ベ
リ
ー
」
の

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、

本
町
出
身
の
演
歌
歌
手
石
上
久
美
子
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
素
敵
な
歌
声
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
飲
食
店
や
多
く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
出
店
さ
れ
、
お
ま
つ
り
気
分
を
更
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

湖
水
ま
つ
り
最
後
を
飾
る
花
火
大
会
で
は
、

２
０
０
０
発
の
色
と
り
ど
り
の
花
火
と
全
長
約

７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
」
が
夏

の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
、
約
７
千
人
の
来
場
者

を
魅
了
し
、
ま
つ
り
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

⑫⑫
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半﨑美子さんと両校吹奏楽部半﨑美子さんと両校吹奏楽部

舞
台
芸
術
公
演
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
歌
姫
」

半
﨑
美
子
さ
ん
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
21
日
に
「
南
富
良
野
町
舞
台
芸
術
公
演
」
で
半
﨑
美

子
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
半
﨑
さ

ん
は
、
北
海
道
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
全
国

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
歌
う
活
動
を
中
心
に
「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
歌
姫
」
と
話
題
に
な
り
２
０
１
７
年
４
月

に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

開
演
前
か
ら
町
内
外
問
わ
ず
多
く
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
、

４
０
０
名
以
上
の
方
で
会
場
は
立
ち
見
者
が
出
る
ほ
ど
の
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
北
海
道
白
老
町
出
身
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「
ミ
ト
カ
ツ
ユ
キ
」
さ
ん
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
に
迎
え
、
半
﨑
さ

ん
は
歌
声
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
半
﨑
さ
ん
の
代

表
曲
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
う
た
で
放
送
さ
れ
た
「
お

弁
当
ば
こ
の
う
た
～
あ
な
た
へ
の
お
手
紙
～
」
や
「
サ
ク
ラ

～
卒
業
で
き
な
か

っ
た
君
へ
～
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
自
分
の
歌
が

教
科
書
に
載
る
。」

と
い
う
こ
と
が
自

身
の
夢
だ
と
語
っ

て
い
た
半
﨑
さ
ん

で
す
が
、
そ
の
長

年
の
夢
が
叶
い
、

２
０
２
４
年
４
月

か
ら
小
学
校
５
年

生
の
音
楽
の
教
科

書
に
掲
載
さ
れ
た
「
地
球
へ
」
を
熱
唱
し
、
会
場
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
南
富
良
野
中
学
校
・
南
富
良
野
高
等
学
校
の
吹

奏
楽
部
と
の
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ

ン
し
た
曲
は
、「
布
石
」。
選
曲
し
た
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
顧

問
白
鳥
教
諭
は
「
夢
を
追
う
生
徒
た
ち
。
そ
の
夢
を
追
う
と

き
の
パ
ワ
ー
に
な
る
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
合
同
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
大
盛
況
に
終
わ
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
明
日
を
切
り
拓
く
た

く
ま
し
い
人
々
を
描
い
た
曲
「
明
日
を
拓
こ
う
」
を
熱
唱
し

約
60
分
に
渡
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛
況
の
中
、
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
両
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
か
ら
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
寄
せ
書
き
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
全
国

ツ
ア
ー
が
始
ま
る

半
﨑
さ
ん
で
す
が
、

「
ま
た
南
富
良
野
町

に
戻
っ
て
き
た
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
後
に
は
、
Ｃ
Ｄ

購
入
者
に
対
し
サ

イ
ン
会
も
行
わ
れ

半
﨑
さ
ん
と
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

８
月
７
日
、
町
商
工
会
３
部
会
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
工
業
）
合
同
に
よ
る
「
こ
ど
も
七
夕
ま
つ
り
」
が
、

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
商
店
街
を
回
り
「
ロ
ウ
ソ
ク
出
せ
出

せ
よ
」
と
歌
い
、
各
事
業
所
か
ら
お
菓
子
な
ど
を
手
に
一

杯
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
で
は
食
べ
物
や

お
も
ち
ゃ
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
な
ど
の
露
店
が

出
店
さ
れ
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
は
、
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
午
後
７
時
過
ぎ
に
は
、
雨
天
に
よ
り
情
報

プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
内
で
子
ど
も
盆
踊
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
商
工
会
青
年
部 

佐
藤
和
輝 

部
長
が
叩
く

和
太
鼓
に
合
わ
せ
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
雨
が
あ

が
り
、
屋
外
で
は
ま
つ
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
打
ち

上
げ
花
火
と
会
員
有
志
に
よ
る
今
年
初
の
試
み
で
あ
る

「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

シ
ャ
ボ
ン
玉
」
を

行
い
ま
し
た
。
無

数
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

が
夜
空
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
鮮

や
か
に
舞
う
シ
ャ

ボ
ン
玉
に
子
ど
も

た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
し
、
笑
顔
溢
れ

る
七
夕
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。

合同セッション披露合同セッション披露

夏
の
楽
し
い
一
夜

「
こ
ど
も
七
夕
ま
つ
り
」

お菓子をもらう子どもたちお菓子をもらう子どもたち
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８
月
31
日
は
「
南
富
良
野
町
防
災
の
日
」
で
す

災
害
か
ら
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
に

〇
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
が
伝
え
る
気

象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
停
電
で
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
電
池
を
備
え
て
お
き
、
ラ
ジ
オ

か
ら
情
報
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
河
川
や
急
傾
斜
地
な
ど
の
危
険
な
場

所
に
は
近
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〇
非
常
用
の
持
ち
出
し
物
を
早
め
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
避
難
の
際
に
は
、
持
ち
物
を
最
小
限

に
し
、
背
中
に
背
負
う
な
ど
し
て
手
が
使

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
、
固
定

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
非
常
用
に
食
料
、
飲
料
水
、
懐
中
電

灯
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
外
出
は
な
る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。

揺
れ
を
感
じ
た
ら
・
・
・

〇
す
ば
や
く
火
を
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

〇
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

〇
周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
か
め
、
慌
て

て
外
へ
飛
び
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

〇
地
震
後
に
避
難
す
る
場
合
に
は
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

〇
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
帽
子
等
を
か
ぶ
る
。

〇
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
。

〇
軍
手
や
手
袋
を
は
め
る
。

〇
靴
は
底
の
厚
い
、
履
き
慣
れ
た
も
の
を
着

用
す
る
。

〇
や
む
を
得
ず
夜
間
に
移
動
す
る
場
合
は
、

懐
中
電
灯
を
持
つ
。

　
平
成
28
年
８
月
31
日
の
本
町
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
か
ら
８
年
が
経
ち
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
災
害

を
教
訓
と
し
、
防
災
意
識
の
向
上
と
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
り
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
８
月
31
日
を
「
南
富
良
野
町
防
災
の
日
」
に
制
定
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
に
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
緊
急
時
の
備
え
を
確
認
し
災
害
を
最
小
限

に
す
る
日
頃
の
準
備
が
必
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
慌
て
ず
に
冷
静
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
災
害
時
の
対
処
に
つ
い
て
、
家
族
な
ど
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
時
の
防
災
対
策

台
風
が
来
る
前
に

地
震
に
備
え
て

避
難
す
る
と
き
の
服
装

町内の指定避難所を確認しましょう
　いざという時のために自宅や職場における避難所をあらかじめ確認しておきましょう。
▼避難所一覧
地　区　名 施　設　名 所　在　地 受入人員

北落合 北落合地区コミュニティセンター 字北落合 159 番地 62

落　合 落合地区多目的センター 字落合 1180 番地 7 103

幾　寅

南富良野小学校（校舎・体育館） 字幾寅 844 番地 213・132

南富良野中学校（校舎・体育館） 字幾寅 1052 番地 121・156

道の駅南ふらの 字幾寅 687 番地 114

金　山

金山地区コミュニティセンター 字金山 998 番地 3 157

金山地区体育館 字金山 361 番地 172

金山地区福祉交流センター 字金山 585 番地 1 46

介護老人福祉施設「ふくしあ」 字金山 586 番地 4 97

下金山
南富良野西小学校（校舎・体育館） 字下金山 944 番地 45・156

下金山地区多目的センター 字下金山 800 番 2、800 番 3、805 番 96

「南富良野町地域防災計画（資料編）」引用
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

道の駅南ふらので「サマーイベント」開催
（7月 20 日～ 21 日）

南富良野まちづくり観光協会と南富良野町商工会青年
部が共催し、道の駅南ふらので「厚岸牡蠣＆キッチンカー
グルメまつり」を行いました。両日とも快晴の中、町内外
から多くの方が参加し大盛況となりました。

21 日には、町内の子どもたちによるキッズダンスも披
露され大いに盛り上がりました。

真夏のちびっこ開拓隊
（7月 23 日～ 8月 9日）

キッズコム・ファームでは、道内外から 3 班に分か
れ 75 名の子どもたちが参加して、自然開拓体験による
教育プログラムを中心とした「ちびっこ開拓隊」が結
成されました。

子どもたちは 1 週間ずつ滞在し、物置小屋づくりに
挑戦しました。みんなで力を合わせ、板を切ったり、
壁を張り、床面のレンガを詰めるなどの作業を行い、
最後まで諦めない気持ち、仲間と協力し合うなど、大
切なものを自然体験を通じて学んでいました。

老人クラブ連合会「モルック」で交流会
（8月 1日）

南富良野町老人クラブ連合会（三枝康男 会長）主催
のモルック大会が開催され、町内の老人クラブ同士で交
流を図りました。参加した 5 チームで総当たり戦を行い、
熱戦が繰り広げられました。

野球教室、夏のパワーアップ交流試合を開催
（8月 3日～ 4日）

　南富良野まちづくり観光協会が JR 北海道硬式野球ク
ラブを招へいし、幾寅野球スポーツ少年団育成会主催に
よる「夏のパワーアップ交流試合及び野球教室」が開催
されました。3 日は、幾寅タイガースをはじめ、札幌市、
北広島市、中富良野町の合計 5 チームで交流試合を行い、
4 日は野球教室が行われ、選手たちは真剣な表情で指導
を受けていました。
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一味園納涼盆踊り大会
（8月 14 日）

社会福祉法人南富良野大乗会特別養護老人ホーム一味
園（磯江秀之 園長）では、納涼盆踊り大会が開催され
ました。

同園前庭を会場に入所者と職員の皆さんが一堂に会し
ました。それぞれ法被や浴衣を着て、盆踊りを踊ったり、
和太鼓を叩いたりするなど楽しいひとときを過ごしまし
た。職員による、かき氷や焼き鳥も振舞われ、お祭り気
分を盛り上げていました。

渡河ボートによる漕舟訓練の実施
（8月 7日）

陸上自衛隊上富良野駐屯地第 14 施設群は、かなやま
湖にて新隊員の教育として渡河ボートによる漕舟訓練を
実施しました。渡河作業における漕舟能力の向上や隊員
間の士気の高揚及び団結の強化を図りました。

また、髙橋町長をはじめ、第 3 施設団 鹿子島洋 団長、
第 14 施設群 河端純一 施設群長が訓練の視察を行いま
した。

南富良野町にプロレスラーがやってきた！！ （8月 5日）
道内で活動しているプロレス団体「北都プロレス」が町民体育館でチャリティーマッチを行い、目の前で

見るプロレスの迫力に圧倒されながらもレスラーの個性ある技などに会場は大いに盛り上がりしました。
また、試合前には町内の保育所や社会福祉法人南富良野大乗会からまつ園（宮森宣行 園長）を訪問し、レ

スラーと相撲をとったり、抱き上げてもらうなど園児や利用者たちとふれあいました。

特定外来生物「オオハンゴンソウ」の拡大防止
（8月 6日）

町と金山ダム管理支所は、金山ダム周辺の自然環境保
全の一環として特定外来生物である「オオハンゴンソ
ウ」の拡大防止の取組を関係機関の協力のもと実施しま
した。「オオハンゴンソウ」の拡大防止に効果的である、
抜き取り作業を行いました。特定外来生物は、現地での
駆除は誰もが自由に行えますが、運搬や飼育などは法律
上禁止されていますので、ご注意ください。
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秋はヒグマにご注意ください !秋はヒグマにご注意ください !

秋のヒグマ注意特別期間秋のヒグマ注意特別期間

９９月月１１日日（日）（日）～～ 1010月月3131日日（木）（木）

　秋は、山菜やキノコ採りなど野山に入る機会が多くなります。ヒグマによる人身被害は春と秋に多

く発生し、被害の２分の１は山菜やキノコ採りで起こっています。野山に入る際には下記の「ヒグマ

に遭わないための基本的ルール」を必ず守ってください。

・食べ物やゴミは必ず持ち帰る
・野山では音を出しながら歩く
・薄暗いときには行動しない

・野山では一人で行動しない
・事前に熊出没情報を確認する
・フンや足跡を見たら引き返す

　町ホームページでは、町内の「熊出没情報」がご確認できます。二次元コードを読
み込み、ご確認ください。
　人里周辺などでヒグマを目撃したときは、役場産業課（☎ 52 － 2178）または警察
にご連絡ください。
　また、写真や動画を撮影した場合は、ぜひご提供ください。

町ホームページ
「熊出没情報」
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記⑦⑦
　本町では、6 名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。
  

　武
む と う

藤　真
ま ゆ

友隊員（農産物加工品推進員）

　皆さん、こんにちは。南富良野町地域おこし協力隊の武藤真友です。
2023 年 10 月にこの町にやってきてから、日々の業務や自然の豊かさ
に触れながら、充実した時間を過ごしています。

　私の主な業務は、加工センターでの事務作業です。南富良野町の誇る
農産物加工品、例えばバタじゃがやスイートコーンの受注管理、発送、
そして顧客対応を担当しています。毎日、地元の農産物がどのように加
工され、全国へと届けられるかを見守りながら、その一翼を担えること
に大きなやりがいを感じています。
　特にこれからの時期、加工センターではスイートコーンの製造が始ま
り、1 年で最も忙しい時期を迎えます。私にとっても初めての体験とな

るこの繁忙期に向けて、心を新たに取り組んでいきます。地元の皆さ
んの協力を得ながら、スムーズな業務進行を目指し、チームとして力
を合わせて頑張っていきたいと思います。
　また、趣味であるロードバイクは、春から既に町内を走り回ってい
ます。夏の緑豊かな景色の中を走ることで、南富良野町の美しい自然
を全身で感じることができています。この素晴らしい風景や町の魅力
を、SNS を通じて積極的に発信し、地域内外の方々に広めていきたい
と考えています。
　これからも、地域おこし協力隊として南富良野町の発展に貢献し、
地域の皆様と一緒に町を盛り上げていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

武藤真友　隊員武藤真友　隊員

趣味のロードバイク趣味のロードバイク

固定資産評価審査委員に髙橋　一久氏（幾寅）

　6 月 26 日をもって、固定資産評価審査委員として 3 年間の任
期が満了となった髙橋一久氏が再任されました。
　6 月に行われた町議会定例会で選任に同意され、6 月 27 日髙
橋町長から辞令が交付されました。
　任命期間は、令和 6 年 6 月 27 日から令和 9 年 6 月 26 日まで
の 3 年間です。
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町の文化財や史跡について紹介します町の文化財や史跡について紹介します

第 19回目は、第 19回目は、「金山木工場跡」「金山木工場跡」です。です。
※第18回目「金山ダム記念碑」は 3月号に掲載しています。※第 18回目「金山ダム記念碑」は 3月号に掲載しています。

公民館事業「落語」口演のお知らせ公民館事業「落語」口演のお知らせ

帯広市出身の落語家「桂　三段」さんを招いて、落語口演を開催します。帯広市出身の落語家「桂　三段」さんを招いて、落語口演を開催します。
桂　三段さんは「新婚さん！いらっしゃい」でお馴染みの「六代　桂　文枝」さんを師匠とし、桂　三段さんは「新婚さん！いらっしゃい」でお馴染みの「六代　桂　文枝」さんを師匠とし、
現在は札幌に住みながら全国で活躍されております。現在は札幌に住みながら全国で活躍されております。
プロのお噺を一緒に聞いて笑いませんか？プロのお噺を一緒に聞いて笑いませんか？
　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　記
日　時　10 月 2日（水）　18 時～（60 分程度）日　時　10 月 2日（水）　18 時～（60 分程度）
場　所　保健福祉センター　みなくる場　所　保健福祉センター　みなくる
入場料　無料（申込も必要ありません）入場料　無料（申込も必要ありません）

学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

金山木工場跡 ( 金山地区 )金山木工場跡 ( 金山地区 )

　この木工場の前身は、昭和 20 年 5月 10 日創立の金山木材工業株式会社で、初代社長
は多東清吉であり、二代社長には小泉恒吉が就任、専務取締役は太田末吉であったが、
昭和 24 年 3月 31 日に解散した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
昭和 25 年 3月 23 日、前記の会社施設を買い受け、株式会社金山木工場を創業した。創
立者は山岸与平と寺西武雄で、資本金は 100 万円であった。
（中略）
昭和 40 年 11 月 1日、下金山木工場、石川組木工場の二工場と金山木工場の三者が合同
し、株式会社金山木工場を資本金 800 万円をもって創立した。（中略）
（昭和）59 年 12 月 14 日廃止解散（中略）。

現在は金山地区福祉交流センター、
金山保育所が整備されている

金山木工場の歴史は、村史・町史に詳しく記載されて
います。下記の二次元コードからご覧ください。

◀南富良野町史　上巻

※南富良野町ホームページ内サイト ( 生涯学習係 ) にて
　史跡情報を掲載しています。
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令
和
６
年
度
ア
ウ
ト
ド
ア
授
業
本
格
化
！　

～
2
学
年 

軽
登
山 
＆ 

1
学
年 

野
外
宿

泊
研
修
～

　

7
月
12
日
、
2
学
年
の
生
徒
が
ア
ウ

ト
ド
ア
Ⅱ
の
授
業
で
、
旭
岳
を
登
り
ま

し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
か
ら
の
登
山

で
し
た
が
、
標
高
差
約
７
０
０
メ
ー
ト

ル
、
総
距
離
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行

程
で
し
た
。
昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、

１
・
２
学
年
と
も
登
山
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
2
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
を
午
前
6
時
に
出
発
し
、
9
時

30
分
に
登
山
開
始
。
天
候
は
曇
り
で
気

温
も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
生
徒
た
ち

は
、
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
数

回
の
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
、
山
頂
を
目

指
し
、
約
3
時
間
で
山
頂
に
到
達
し
ま

し
た
。
あ
い
に
く
霧
が
か
か
っ
て
い
た

た
め
、
山
頂
か
ら
は
何
も
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
ま
し
た
。
下
山
時
に
は
霧
も

晴
れ
、「
姿
見
の
池
」
が
き
れ
い
に
見
え

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
登
山
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
と
共
に
、
自

然
に
触
れ
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
登
山
に
あ
た
っ
て
、
ど

ん
こ
ろ
野
外
の
金
村
さ
ん
と
景
山
さ
ん

に
ガ
イ
ド
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

9
月
7
日
に
は
、
1
年
生
が
上
ホ
ロ

カ
メ
ッ
ト
ク
山
（
標
高
１
９
２
０
メ
ー

ト
ル
）
に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。

　

7
月
18
日
～
19
日
、
か
な
や
ま
湖
と

空
知
川
を
舞
台
に
野
外
宿
泊
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
2
日
間
の
研
修
内
容
は
、

テ
ン
ト
設
営
、
金
山
ダ
ム
見
学
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
体
験
、
炭
起
こ
し
、
水
辺
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
な
ど
で
す
。

　

テ
ン
ト
設
営
や
炭
起
こ
し
な
ど
は
初

め
て
挑
戦
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、

他
の
生
徒
と
協
力
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
体
験

で
は
、
事
前
学
習
と
し
て
自
分
た
ち
で

作
っ
た
ル
ア
ー
で
魚
を
釣
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
金
山
ダ
ム
の
見
学
で
は
、

そ
の
規
模
や
仕
組
み
に
驚
き
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
水
上
レ
ス
キ
ュ
ー

で
は
、
川
で
の
危
険
性
や
救
助
方
法
等

を
実
践
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
野
外
宿
泊
研
修
で
は
、
実
施

に
あ
た
り
金
山
ダ
ム
管
理
所
の
皆
様
や

ど
ん
こ
ろ
野
外
学
校
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
物
品
や
施

設
の
借
用
で
、
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り

観
光
協
会
様
や
南
富
良
野
町
振
興
公
社

様
か
ら
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
町
の
自
然
資
源
を
活
か
し

た
活
動
を
行
い
、
仲
間
と
協
力
し
て
問

題
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は

こ
の
研
修
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
学
校

生
活
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
人
生
に

お
い
て
も
役
立
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

令和６年８月 27 日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　８８　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞
第88号
発　行

南富良野高等学校
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 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX 52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和６年１月１日～令和６年７月３１日 )
○救急出動　８１件（うちドクターヘリ要請件数 ９件）
○火災出動　　１件（うち他市町村応援出動　１件）
○救助出動　　１件

消防団員募集中♪
　消防団員ってどんなことをするの？
　　消防団員は自分の職業を持ちながら、火災や地震、水害などの災害時に地域の
　 ために、自分たちの街を自分たちで守るために活動をしています。火災や災害が
　 起きると、消防士と共に現場へ急行し、消火活動や防災活動にあたります。その
　 ため、月に一度の定期訓練、半年に一回建物火災を想定した模擬火災訓練を行い、
 　災害に備えています。

男性女性は問いません！

　どんな人がなれるの？
　　・南富良野町に居住又は勤務する方
　　・年齢１８歳以上の方
　　・心身ともに健康であること

　訓練内容
　　放水及びポンプ操作、資機材取扱い、現場想定訓練、AED取扱い、救命講習　等　　

　入団後の待遇
　　消防団員の活動中は非常勤の特別職の地方公務員、報酬、退団時の報償金、各種表
　　  彰制度被服一式貸与、公務災害補償制度、共済制度、中型運転免許取得費助成　等

消防団はあなたの力を必要としています！

あなたの住む町や大切な人を一緒に守りましょう！
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　夏休みは家族でお出かけしたり、楽しい思い出もできたでしょうか。
　子ども達の笑顔と元気な姿に、夏バテも吹き飛ばすくらい私たちも元気に過ごしたいと思
います！

歯科衛生士さんを招いて、子どもの歯についてみ
んなでお話を聞いたり、お母さん達同士で歯磨き
について情報交換しました。

　今年のひまわり組の遠足は、串内地区にて川
の生物の観察をしたり、野生動物を間近で目に
するなど南富良野町ならではの自然を感じる体
験をしました。普段車越しに見る鹿も、目の当
たりにするととても大きく衝撃を受けている子
の姿が印象的でした！！

　金山保育所では、春に植えた野菜やひまわりが、元
気いっぱいに大きくなりました！水遊びを楽しみなが
らも、枝豆のお世話を忘れず、水やりをしてくれるお
友達。「大きくなってきたね」と、すくすく育つ様子
に嬉しそうな子どもたちです。
　お楽しみが、たくさんつまった夏をみんなで、満喫
したいと思います！

８月の七夕に向けて子どもの足型を取り、短冊を
作りました。それぞれの願い事が叶いますように。

☆育児講演会（歯の健康教室）☆育児講演会（歯の健康教室）

暑い日だったので、子ども達のほっぺもミニトマ
トみたいに真っ赤だったね♡

たくさんの親子が参加してくれた消防署見学。
放水体験は大盛り上がりでした！

☆ぷっこクラブ（トマト収穫体験）☆ぷっこクラブ（トマト収穫体験） ☆ぷっこクラブ（消防署見学）☆ぷっこクラブ（消防署見学）

☆茶話会☆茶話会

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339
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南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を
活用して、南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役
立つ情報を発信しています。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な
情報を共有しています。ぜひご登録ください。

　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご
不明点があれば、お気軽にお問い合わせください。

LINE Instagram facebook X
※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/) 二次元コードを載せていますので、ご覧ください。

　7月26日から31日まで札幌市つどーむで第53回全　7月26日から31日まで札幌市つどーむで第53回全
道少年野球大会が行われ、富良野支部代表として本町の道少年野球大会が行われ、富良野支部代表として本町の
野球少年団「幾寅タイガース」が出場しました。27日野球少年団「幾寅タイガース」が出場しました。27日
の1回戦では、北空知支部代表のそらちJBCベアーズにの1回戦では、北空知支部代表のそらちJBCベアーズに
7－3で快勝し、続く29日の2回戦では千歳支部代表7－3で快勝し、続く29日の2回戦では千歳支部代表
の北陽レッドイーグルスに1－4で惜しくも敗れました。の北陽レッドイーグルスに1－4で惜しくも敗れました。
　7月24日の教育長表敬訪問の際、選手たちは「チー　7月24日の教育長表敬訪問の際、選手たちは「チー
ム一丸となって勝利したい。」と意気込みを語ってたとム一丸となって勝利したい。」と意気込みを語ってたと
おり、全道1勝を手にしました。　おり、全道1勝を手にしました。　

幾寅タイガース全道大会で躍動！！幾寅タイガース全道大会で躍動！！


